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習近平時代の教科書改革に関する考察 

～部編版教科書を中心に～ 

 

中国の教科書制度は改革開放以降、国定制から検定制に変わり、教科書の多様化が進ん

だ。21015 年に教育部が示した義務教育教科書目録によれば、小学校の国語は 11 の出版

社、「品徳と生活」と「品徳と社会」は 15の出版社、中学校の国語、歴史、思想品徳の

教科書は 8～9の出版社から発行されている。しかし、これらの教科の教科書は多様化の

時代を終え、統一した 1種類の教科書時代を迎えつつある。 

 それは習近平時代に進んだ教育改革の一部である。2012 年に教育部は中央の指示を受け

て義務教育段階の国語、歴史、道徳と法治の 3科目の教科書を編集しはじめた。「部編

版」と呼ばれるこれらの教科書は実際に人民教育出版社に委託作成し、全国 300 以上の学

校での試用と修正を経てから、2017 年 9 月に全国の小中学校の初学年で使用しはじめ、今

後各版の教科書を取り替えて実質の国定教科書となる。 

 これまでの教科書改革では伝統文化の充実、革命的な内容の削減、子どもの興味関心を

踏まえた内容構成を進めてきたが、部編版教科書は伝統文化と子どもの興味関心の視点を

継承しさらに前進させる一方、革命的な内容を増やし、国家主権や憲法に関する教育内容

を充実させた。例えば、国語教科書で革命をテーマとする作品数が増え、歴史教科書では

近代史とりわけ中国共産党の功績に関する記述を充実させた。また、小学校の「品徳と生

活」「品徳と社会」と中学校の「思想品徳」の代わりに新設した「道徳と法治」では、憲

法特集の教科書を 2冊ほど用意した。一方、伝統文化に関する内容は国語、歴史、道徳と

法治のいずれの教科書においても分量が増え、各教科書の内容構成は子どもの興味関心を

踏まえて工夫されている。 

 部編版教科書の登場は、中国の教育改革ひいて国民形成にとって何を意味するのだろう

か。部編版教科書が作成された背景と教科書の内容分析を通して考察し、報告する。 

 

 


